
以前の勤務先がアクアジルを使用していて、実際に使ってみて

結構いいなと思って使い始めたのがきっかけです。開業後もさ

まざまな印象材を試したのですが、その中でも総合的に高い平

均点を安定して出す印象材として残ったのがアクアジルです。

いろいろなシリコーン印象材があり
ますが、良し悪しの判断はどんなと
ころが基準になりますか?

アクアジルを導入されたきっかけ
は何ですか？

私は有歯顎の症例が多いのですが、クラウンやインレーの印象

においてはボディとインジェクションのなじみが非常に大事だと

思っています。口腔内でインジェクションを流す作業をしている

間に固まりはじめてしまうものもあります。また、ボディとインジェ

クションがうまく馴染まないケースもあります。そうするとその境目

にしわができたり、微妙な変形が起きたりして、印象の採り直しや

場合によっては再製しなければならないこともあるので、やはり

なじみの良さは重要ですね。

あとは、ペーストの状態でのボディとインジェクションの硬さの

調和です。これは感覚的な意見になってしまいますが、ボディと

インジェクションのペーストの状態でも硬さにあまり差が無け

れば、歪みも出にくくエラー無く採れるものじゃないかなと思っ

ています。

User’s voice
Aquasil Ultra

初期硬化までの作業時間が取れるので、
ボディとインジェクションのなじみがすごく良い。
Aquasil Ultra

内山歯科クリニック

院長  内山 徹哉 先生

現在、アクアジルをご使用いただいて
いますが、気に入っているポイントは
どんな点ですか？

まずは、初期硬化までの作業時間がそこそこ取れるので操作性

が良く、ボディとインジェクションのなじみがすごく良いという点

が好きですね。

例えば、写真①のようにボディとインジェクションの色が馴染ん

でグラデーションになっていますが、なじみの悪い印象材だと

こうはなりません。次にペースト状態でのボディとインジェクショ

ンの硬さのバランスが硬すぎず、柔らかすぎずちょうど良いとい

う点です。特にインジェクションのほど良い粘ちょう度は非常に

気に入っています。あとは硬化した後の強度が強い点です。



写真①
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マージンの部分はすごく細くなるので、すぐに切れてしまっては

困りますよね。写真②のように撤去時にこの部分がちぎれない

で居座ってくれているというのも大きなポイントです。

この3つに加えて、アクアジルは値段もそれほど高くないので、

そこも魅力のひとつだと思います。私の場合はかなり数量を使

いますので。そういう意味では材料としての総合力が非常に高

いと思います。

写真②

印象を採る際にはどんな工夫を
されていますか？
私の場合は、自動練和器をずっと使っているのですが、精度の

良い印象を採るために、圧接のタイミングをかなりシビアに合

わせています。例えば、印象の際には最初にスタッフと声を掛け

合い、トレーマテリアルを担当するスタッフには、練り初めから

トレーに半分まで盛られた時点で声に出して言ってもらうように

していています。

そしてトレーマテリアルが準備できた時には口腔内へのウォッ

シュマテリアルの填入が完了していて、できるだけ時間をあけ

ずにジャストタイミングで圧接できるようにしています。

自費の場合は求められることも大きいですし、遠方の患者さん

もいらっしゃるため再印象のためにもう一度というわけにはな

かなか行きません。できるだけ1回で済むようにバックアップ印

象をとって、良い方を使うようにしています。

精度の高い補綴物を作るうえで大切
な事はどんな点だと思いますか？
最近思うのは、不適合で再製となるケースにはドクター側の印

象が原因によるものもあるんじゃないかな、という事です。技工

士は印象が悪いとは立場的に言えませんので、多少悪くてもや

むを得ず作っているケースが世の中には意外にあると思いま

す。私も以前は、再製となった際に、こんなに一生懸命印象を採

っているのに・・・という思いがありましたが、そうではなかった

と最近気付きました。今一緒にやっている技工士は対等な関係

を構築しているので、こちらが頑張って印象を採って出しても、

悪い時は指摘されますし、それを受けて再印象をとるケースも

あります。印象の状態でマージンがどうとか、縁下がでている

か、段差が無いかなどは見た目にわかりますが、目に見えてい

ない小さな誤差や歪みは石膏模型にならないとわからない場

合もあります。なので、技工士による印象の良し悪しにも耳を傾

けて印象材もそういうリスクの少ないものを使う事が大切だと

思います。


